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先輩からのメッセージ 第６回卒業式

2月19日（火） １２５名が巣立つ
3月1日（金）

看護・医療系学校への進学を

目指す１・２年生を対象に、本 第６回卒業式が本校

校卒業生の上山佳高君（今春、なぎ看護専門学校を卒業、 体育館で挙行されま

４月より看護師として勤務予定）による講演会が行われま した。今年度の卒業

した。看護専門学校で学ぶ内容や、看護学生として求めら 生は、男子６０名・女

れること、などの説明を受けました。実際に看護専門学校 子６５名の計１２５名

で使用する教科書や、上山君本人が丁寧にまとめあげた で、竹村校長先生よ

ノートも見せてもらい、看護士を目指すには相当な覚悟が り各クラスの代表に卒業証書が手渡されました。校長先生

いることを感じ取っていました。 は式辞の中で「日本人としての誇りを持ち、一人一人が誠

実に、真面目に、社会の有用な一員として長い人生を歩ん

第２回防災避難訓練 2月21日（木） でほしい」と言葉を贈りました。在校生を代表して奥休場奨

君が送辞を述べた後卒業生を代表して玉石慎太郎君が

大地震と津波が発生すると想定した避難訓練が行われま 「夏の大会で初戦突破を果たし、校名が変更されてから初

した。これまでは授業中の想定で、教員が生徒を誘導して めて、紀三井寺球場に校歌を流すことができました。体育

いましたが、今回は休憩時間中に地震が発生したという設 祭の閉会式での校歌斉唱は、学校がひとつになったと感じ

定で、生徒達がそれぞれの判断で、プール横の避難場所 ることができた一瞬でした。」と思い出を述べ、在校生に「高

に避難しました。教室にいた生徒は、地震発生を知らせる 校生活の中で、これだけは全力で頑張ったと堂々と言える

放送が流れると、入口の扉を ことを身につけてください。」と思いを伝えました。卒業式の

開け、机の下にしゃがみこむ 後、思い出のスライド上映が行われました。

等、事前学習で学んだ事を行

い、揺れが収まると同時に避 進路説明会 3月14日（木）

難場所に向け移動しました。

１・２学年の生徒全員を対象とし

１学年インターンシップ報告発表会 2月22日（金） た進路説明会が行われました。１

年生は１８会場、２年生は２２会場に分かれ、大学や専門

本年度のインターンシップ報告発表会が行われました。太 学校などの先生方にお話を聞きました。寸劇も行われ、１

地町～三重県紀宝町の６０事業所でインターンシップを体 年生では「進路の意識」や「正社員とフリーターの違い」を

験しての成果や反省点などをまとめたもので、１０名が全 テーマに、２年生では「面接の成功例と失敗例」をテーマに

体で発表しました。「働くことの厳しさを体感し、この仕事に 楽しく学習しました。

就くのは無理だと感じた」、「就業体験といえども、あいさ

つ、態度の重要さを痛感した」、「人命を守る仕事は、日々 平成24年度修了式
そのために訓練を怠らず、緊急時に対応している姿勢に感 3月22日（金）

心した」等々の感想を

述べましたが、一応に 本年度の修了式が行わ

働くことの大変さ、厳し れました。竹村校長先生から１年の総括があり、この春休

さを感じ、貴重な体験を みは新年度に向けて大きな区切りとなるので、しっかりと自

今後の進路決定に生か 分を振り返って新しいスタートを切る準備をしてほしいとの

したいとの感想でした。 言葉がありました。

◇◇４月 当面の行事予定◇◇
５日（金） 離任式 ８日（月） 始業式・新任式 ９日（火） 入学式 10日（水） 対面式 身体測定

11日（木）12日（金） 検尿 16日（火） 結核検診 17日（水）歯科検診

18日（木）1年心電図検診 19日（金） 再検尿・歯科検診 ２４日（水）・２６日（金）歯科検診




